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例   言 

 

１．本書は、福島県伊達郡国見町大字石母田・大木戸・森山・西大枝地内に所在する史跡阿津賀

志山防塁の整備基本計画書およびその基本計画に基づく下二重堀地区計画である。 

２．整備基本計画策定事業は、国庫補助(文化庁)「歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業」を

得て、平成２８年度から２９年度にかけて実施した「阿津賀志山防塁史跡総合活用整備事業」

の一環として実施した。 

３．計画は、「阿津賀志山防塁調査・整備指導委員会」を設置し、文化庁文化財部記念物課・福

島県教育庁文化財課の指導を得て、国見町が策定した。 

４．平成２８～２９年度の実施体制は、以下のとおりである。 

  事業主体   国見町 町長：太田久雄 

  委員会    阿津賀志山防塁調査・整備指導委員会 委員長：入間田宣夫 

  事務局    国見町教育委員会 教育長：岡崎忠昭 

         生涯学習課(平成 28年度) まちづくり交流課(平成 29年度) 

  関係部局   企画情報課 建設課 産業振興課(平成 28年度) 

５．整備基本計画策定にあたり、支援業務を以下の機関に委託した。 

  阿津賀志山防塁整備基本計画作成支援業務 株式会社パスコ 福島支店 

６．計画策定に関連して収集した資料等は、国見町で保管している。 
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